





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































eral Social Survey）とかSSM（Social Stratiﬁ-
cation and Social Mobility）、NFRJ（National 

































































60s 55 65 75 85 95 5 15
50s 55 55 65 75 85 95 5 15
40s 55 55 55 65 75 85 95 5 15
30s 55 55 55 55 65 75 85 95 5 15
male 20s 55 55 55 55 55 65 75 85 95 5 15
日本国内調査 1886-95 96-1905 1906-15 1916-25 1926-35 1936-45 1946-55 1956-65 1966-75 1976-85 1986-95
female 20s 85 85 85 85 85 95 5 15
30s 85 85 85 85 95 5 15
40s 85 85 85 95 5 15
50s 85 85 95 5 15





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社会学部 創設 50 周年記念
2010
若い人も、私はむしろ多いのではないかと思
います。
　さすがに 50年前のデータというのは相当
に数が少ないですから、そういうデータを探
して、─データマイニングというふうに言い
ますが─　古い時代の日本社会を描き直そう
という、計量歴史社会学という分野の研究者
もかなりたくさんいます。もし関心があると
いう学生がいれば、ぜひ仲介の労をとらせて
いただきたいと思います。ありがとうござい
ます。
▶司会　それでは、時間になりましたので質
疑応答を終わります。今日は限られた時間の
なかではありましたけれども、非常に中身が
濃く、またいろいろな意味で挑発的というか、
非常にチャレンジングであり、今後の社会学
が何をするべきであるのか、社会学にかかわ
る者として、その研究・教育において我々は
何をしていくべきなのかということに対し
て、非常に大きな示唆と提言をいただけたと
いうふうに思います。
　今日は吉川先生、どうも本当にありがとう
ございました。
